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定例議会リポート３月
　平成28年度予算特別委員会が2月25日・３月14日・15日に開催され、一般会計、５特別会計、
２公営企業会計について慎重に審議を行い、３月 18 日の本会議において、多数の賛成をもっ
て原案のとおり可決されました。

1. 総合計画後期基本計画

2. 主な H27 補正予算

３. 指定管理者

４. ごみ袋料金改定

　今回の「第五次総合計画後期基本計画」は、平成 28 年度からの後期 5 年間の「基本計画」およびこれを実施す
るための「実施計画」を定めるものです。これは、平成 22 年 12 月議会で議決された目標年次を平成 32 年度と
した「第五次総合計画」の 10 年間の基本構想を具体化する後期 5 年分の計画です。
　今回から新しく議会の議決事項となりました。
　策定に当たり、規程に基づき設置された策定委員会が、市民意識調査、市長への手紙、校区自治協議会、関係
市民からの聞き取り調査を参考にして後期基本計画案を策定し、太宰府市総合計画審議会へ諮問し、審議会答申
を受けてパブリックコメントを実施し、その意見を踏まえて、さらに検討したうえで、今回議会に上程されました。
　議会におきましては、平成 27 年 12 月 17 日に総合計画特別委員会を設置し、平成 28 年 1 月から 4 回後期基
本計画案について調査研究を行い、上程後の特別委員会では、パブリックコメント並びに太宰府市総合計画審議
会の意見を反映させた後期基本計画案について、2 回慎重審査を行ってまいりました。質疑・討論後、総合計画
特別委員会は委員全員一致で原案の通り可決すべきものと決定いたしました。また、本議会におきましても、全
員一致で原案は可決されました。
　執行部におかれましては、委員会で出されました問題点、指摘事項、意見及び要望について十分に整理、検討され、
計画の遂行や、今後策定される実施計画などに反映されることを強く求めました。

○平成 27 年度の一般会計予算は、歳入歳出それぞれ 6 億 7,888 万 9 千円追加し、総額 272 億 4,933 万 1 千円と
なりました。大きな追加項目としては、国民健康保険事業特別会計関係費への繰り出しとして 1 億 1,977 万 5
千円、臨時福祉給付金等給付事業費 2 億 2,373 万 2 千円、中学校施設整備費としての 1 億 2,890 万円があげら
れます。

○特別会計予算は、国民健康保険事業が歳入歳出 125 万円追加され、総額 100 億 8,398 万 3 千円となりました。
また、後期高齢者医療については歳入歳出 25 万 5 千円追加され、総額 11 億 4,025 万 9 千円となりました。さらに、
介護保険事業では歳入歳出 4,648 万 8 千円追加され、総額 45 億 9,202 万 4 千円となっております。

○水道事業のうち収益的収支については、収入を 2,703 万 3 千円減額し 14 億 3,916 万 3 千円に、支出を 1,399
万 8 千円減額して 12 億 5,032 万 9 千円にそれぞれ補正されました。資本的収支については、収入を 165 万 5
千円減額して 1,147 万 9 千円に、支出を 2,813 万 5 千円減額して 4 億 2,496 万円に補正されました。

○下水道事業のうち収益的収支については収入を 920 万 2 千円増額し 18 億 4,277 万 8 千円に、支出を 46 万 6
千円減額し 14 億 8,436 万円に補正されました。資本的収支については、収入を 7,978 万円減額し 7 億 7,145
万 1 千円に、支出を 1 億 236 万 4 千円減額し 16 億 5,038 万 2 千円に補正されました。

○太宰府市太宰府史跡水辺公園の指定管理者につき、以下の議決をしました。
 ・指定管理者となる団体…代表団体（シンコースポーツ九州株式会社）構成団体（西鉄ビルマネージメント株

式会社、アシックスジャパン株式会社）平成 28 年 4 月 1 日から平成 33 年 3 月 31 日まで。
○太宰府市総合体育館の指定管理者につき、以下の議決をしました。
　・指定管理者となる団体…上記と同じ者。平成 28 年 11 月 1 日から平成 33 年 3 月 31 日まで

○ごみの指定袋ならびにシールの価格が次のように改訂されました。
 ・ 一般家庭用　燃えるごみは大中小が用意され大 45L は 1 枚 45 円、中 30L は 1 枚 30 円、小 15L は一枚 15 円。

またペットボトル白色トレイ用は大きさは変わらず、１枚 20 円。また粗大ごみ・枝せんていで使われるシー
ルは 500 円になります。

 ・業務用　燃えるごみは特大が 80L から 70L に変わり、1 枚 140 円、大 45L が 1 枚 90 円に、またペットボ
トル白色トレイ用は 45L で１枚 30 円になります。

一般会計	 ２３１億　		６２６万円	 17 億 7,467 万円　減額

５特別会計	 １５０億３，０５２万円	 			3 億 1,870 万円　増額

２企業会計	 　４９億５，０８３万円	 　　		1,073 万円　増額

Ｑ　庁舎維持管理費の光熱水費について
Ａ　電力の自由化にともない、庁舎と上下水道事業センターを新電力に切り替える予定です。学

校等、他の公共施設についても、切り替えに向けて調査・研究をすすめます。
Ｑ　コミュニティバス運行補助金について
Ａ　まほろば号に 1 億 5,219 万円、マミーズまほろば号に 50 万円、湯の谷地域線に 372 万円、

連歌屋地域線に 360 万円、合計 1 億 6,000 万円を計上しています。
Ｑ　保育士の処遇改善について
Ａ　処遇改善のための市単独補助金等については、今のところ計上していません。
Ｑ　緑地公有化事業費について
Ａ　ダム上流の水源涵

か ん よ う

養機能を保全する目的で、緑地保護地区に指定した、森林の公有地化を随
時進めております。本年度は、用地買収費として 5,000 万円を計上しています。

Ｑ　佐野東地区まちづくり事業費の調査委託料について
Ａ　土地区画整理事業が実施される場合に想定される、事業費や減歩率等の基礎的な調査を行い

ます。民間主導のまちづくりであり、市が行う前準備の調査としては、概ね最後の調査にな
るものと考えます。

Ｑ　史跡地公有化事業について
Ａ　今年度は、史跡地購入費として 5 億 5,020 万円、建物移転補償費として 1 億円を計上して

います。なお、新年度から、史跡ごとの保存活用計画を策定しながら、計画的に事業をすす
めてまいります。

Ｑ　水城跡整備事業費について
Ａ　水城跡保存修理工事費として 1 億 439 万円を計上しています。今後の事業展開については、

基本設計に基づき、平成 38 年度を目標に、短期・中期の計画を定めています。

こんな審議がありました

国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保険事業・住宅
新築資金等貸付事業・筑紫地区介護認定審査会事業

水道事業・下水道事業

増減額

予算 原案可決
平成28年度 
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（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

案
件

議案番号 案件名

議
決
結
果

公明党 宰光 真政会 改革の会 市民ネット 新政会 共産党

1 議案第49号 平成 28 年度太宰府市一般会計予算について 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

2 議案第50号 平成 28 年度太宰府市国民健康保険事業特
別会計予算について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
公明党：公明党太宰府市議団　　改革の会：太宰府市政改革の会　　新政会：太宰府新政会　　市民ネット：太宰府市民ネット
共産党：共産党太宰府市議団

賛否の分かれた議案

案件 議案番号 案　件　名 議決結果
1 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
2 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
3 議案第１号 太宰府市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
4 議案第２号 筑紫公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
5 議案第３号 太宰府市教育委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
6 議案第４号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
7 議案第５号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
8 議案第６号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
9 議案第７号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意

10 議案第８号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
11 議案第９号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
12 議案第10号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
13 議案第11号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
14 議案第12号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
15 議案第13号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
16 議案第14号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
17 議案第15号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
18 議案第16号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
19 議案第17号 太宰府市農業委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
20 議案第18号 専決処分の承認を求めることについて（平成27年度太宰府市一般会計補正予算（専決第１号）） 承　認
21 議案第19号 専決処分の承認を求めることについて（平成27年度太宰府市水道事業会計補正予算（専決第１号）） 承　認
22 議案第20号 財産の取得（史跡地）について 可　決
23 議案第21号 第五次太宰府市総合計画後期基本計画について 原案可決
24 議案第22号 太宰府市立太宰府史跡水辺公園の指定管理者の指定について 可　決
25 議案第23号 太宰府市総合体育館の指定管理者の指定について 可　決
26 議案第24号 太宰府市情報公開条例の一部を改正する条例について 原案可決
27 議案第25号 太宰府市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決
28 議案第26号 太宰府市固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例について 原案可決
29 議案第27号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
30 議案第28号 太宰府市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
31 議案第29号 太宰府市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
32 議案第30号 太宰府市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
33 議案第31号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
34 議案第32号 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
35 議案第33号 太宰府市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
36 議案第34号 太宰府市教育委員会定数条例を廃止する条例について 原案可決
37 議案第35号 太宰府市職員の退職管理に関する条例の制定について 原案可決
38 議案第36号 太宰府都市計画事業佐野土地区画整理事業施行規定を廃止する条例について 原案可決
39 議案第37号 太宰府市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 原案可決
40 議案第38号 太宰府市社会福祉法人の助成に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
41 議案第39号 太宰府市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
42 議案第40号 太宰府市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
43 議案第41号 太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決
44 議案第42号 太宰府市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
45 議案第43号 平成27年度太宰府市一般会計補正予算（第５号）について 原案可決
46 議案第44号 平成27年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
47 議案第45号 平成27年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
48 議案第46号 平成27年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
49 議案第47号 平成27年度太宰府市水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決
50 議案第48号 平成27年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決
53 議案第51号 平成28年度太宰府市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決
54 議案第52号 平成28年度太宰府市介護保険事業特別会計予算について 原案可決
55 議案第53号 平成28年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 原案可決
56 議案第54号 平成28年度筑紫地区介護認定審査会事業特別会計予算について 原案可決
57 議案第55号 平成28年度太宰府市水道事業会計予算について 原案可決
58 議案第56号 平成28年度太宰府市下水道事業会計予算について 原案可決
59 議案第57号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例等の一部を改正する条例） 承　認
60 議案第58号 平成27年度太宰府市一般会計補正予算（第６号）について 原案可決
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質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。
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大
量
の
漏
水
が
発
生

し
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
全
面
断
水
だ

け
は
、
何
と
し
て
で
も
阻
止
す
べ
く
、
や
む

な
く
の
思
い
で
時
間
断
水
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
私
自
身
が
、
今
回
の
事
を
重

く
受
け
止
め
、
創
業
か
ら
50
年
を
経
過
す
る

水
道
事
業
の
歴
史
の
中
に
深
く
刻
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た
上
で
、

平
成
26
年
7
月
に
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
太

宰
府
市
地
域
防
災
計
画
に
沿
い
な
が
ら
、
今

回
を
契
機
と
し
て
寒
波
等
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問Q

A

防
災・消
防
体
制
の
整
備
充
実
は

・ 

防
災
・
消
防
体
制
整
備
の
充
実
に
つ
い
て

・ 

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・ 

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

・ 

文
化
遺
産
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

・ 

観
光
基
盤
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

・ 

情
報
の
共
有
化
と
活
用
に
つ
い
て

・ 

市
役
所
改
革
元
年
に
つ
い
て

太宰府新政会

木
き

村
む ら

　彰
あ き

人
と

議員

会 派 代 表 質 問

６月定例議会の日程（予定）

６月 3日（金） 本会議（提案理由説明）

9日（木） 本会議（質疑・委員会付託）

13日（月） 総務文教常任委員会

14日（火） 建設経済常任委員会

15日（水） 環境厚生常任委員会

17日（金） 本会議（一般質問）

20日（月） 本会議（一般質問）

21日（火） 本会議（一般質問予備日）

23日（木） 本会議（報告・質疑・討論・採決）
　　　（本会議は 51 人、委員会は 12 人まで傍聴できます）

議会を傍聴してみませんか
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所
信
表
明
の
中
で
、
渋
滞
対
策
、

観
光
施
策
を
も
視
野
に
入
れ
、
実

効
性
の
あ
る
将
来
の
計
画
を
残
り
任
期
3
年

の
中
で
策
定
し
て
い
く
と
あ
っ
た
。
実
際
に

は
、ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
定

員
増
を
行
う
た
め
、
私
立
保
育
園

の
建
て
替
え
に
対
し
、
国
と
と
も
に
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
国
庫
補
助
金
、
市
の
助
成
金
額
及
び
建
て

替
え
予
定
の
保
育
園
2
園
の
各
保
育
園
名
、

既
設
の
定
員
数
と
増
員
数
お
よ
び
建
て
か
え

時
期
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
待
機

児
童
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
伺
う
。

　

障
が
い
福
祉
の
推
進
の
視
点
か

ら
、
障
が
い
福
祉
担
当
課
長
の
配

置
と
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
事
務
費
予

算
、
事
業
展
開
の
現
状
と
課
題
、
配
置
目
的

及
び
所
管
配
置
効
果
等
、
市
長
の
具
体
的
な

考
え
を
伺
う
。

①
在
宅
生
活
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
伺
う
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
各
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

渋
滞
対
策
の
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
課
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
対
策
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
観
光
振

興
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
目
標

を
示
し
、
具
体
的
な
施
策
を
網
羅
し
た
観
光

推
進
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
入
り
込
み
客
数
調
査
や
市
内
の
回
遊
状

況
、
滞
留
時
間
や
消
費
金
額
な
ど
を
調
査
す

る
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
収
集
し
た

基
礎
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
上
で
、
計
画
策
定

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

市
長　

国
庫
補
助
金
と
し
て
３
億

３
５
２
５
万
円
、
市
の
助
成
金
と

し
て
４
１
９
１
万
円
、
合
わ
せ
て
３
億
７
７

１
６
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。な
お
、

建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、「
保
育

所
太
宰
府
園
」
と
「
都
府
楼
保
育
園
」
で
す
。

太
宰
府
園
が
90
名
か
ら
１
１
０
名
に
、
都
府

楼
保
育
園
が
１
１
０
名
か
ら
１
５
０
名
に
定

員
増
と
な
る
計
画
で
、
平
成
28
年
度
中
に
着

工
、
完
成
を
す
る
予
定
で
す
。

　

待
機
児
童
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
段
階
で

２
０
６
名
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
定
員
増
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長　

障
害
者
総
合
支
援
法
や
障

害
者
基
本
法
の
改
正
、
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
な
ど
障
が
い
者
福
祉
制
度
の

改
革
が
進
め
ら
れ
、
4
月
1
日
か
ら
は
、
障

害
者
差
別
解
消
法
も
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

数
年
間
、
障
が
い
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

法
整
備
も
整
い
、
障
が
い
者
の
方
々
が
地
域

で
生
活
し
て
い
く
上
で
の
支
援
を
さ
ら
に
充

市
長　

①
制
度
的
な
も
の
と
し

て
、
緊
急
通
報
装
置
給
付
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
高

齢
者
等
の
見
守
り
協
定
、
徘
徊
高
齢
者
等
家

族
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
活
動
団
体
へ
の
補
助

金
事
業
、
紙
お
む
つ
給
付
事
業
、
住
み
よ
か

事
業
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
、
あ

ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

問問

問問

QQ

QQ

AA

AA

所
信
表
明
の
具
体
的
施
策
と
は

待
機
児
童
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
か

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か

宰光太宰府市政改革の会

公明党太宰府市議団真政会

舩
ふ な こ し

越　隆
た か ゆ き

之上
う え

　　　疆
つとむ

堺
さかい

　　　剛
つよし

笠
か さ

利
り

　　毅
つよし

議員議員

議員議員

・
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

・
市
民
の
た
め
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
防
犯
・
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

・
情
報
の
共
有
化
と
活
用
に
つ
い
て

・
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

・
観
光
基
盤
の
整
備
充
実
に
つ
い
て

・
情
報
の
共
有
化
と
活
用
に
つ
い
て

・
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
地
域
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
民
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

実
し
て
い
く
た
め
、
今
回
障
が
い
者
福
祉
に

特
化
し
た
担
当
課
長
を
配
置
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
移
動
支
援
事
業
は
、
屋
外

で
の
移
動
が
困
難
な
障
が
い
者
等
に
つ
い

て
、
外
出
の
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
及
び
社
会
参

加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
通
勤
は
営

利
活
動
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
対
象

と
し
ま
せ
ん
が
、
通
学
に
関
し
て
は
、
高
等

教
育
に
お
け
る
支
援
の
推
進
の
一
環
と
し

て
、
今
年
4
月
か
ら
高
等
学
校
や
大
学
等
へ

の
通
学
時
の
利
用
を
対
象
に
含
め
る
こ
と
し

ま
し
た
。
今
後
、
社
会
参
加
へ
の
一
歩
と
し

て
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
に
次
の
4
事
業
が
加
わ
り
ま

す
。
医
療
介
護
の
関
係
機
関
等
と
連
携
強
化

を
は
か
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
。

認
知
症
早
期
診
断
対
応
並
び
に
ケ
ア
向
上
を

目
指
す
認
知
症
総
合
支
援
事
業
。
日
常
生
活

上
の
支
援
体
制
の
充
足
強
化
及
び
高
齢
者
の

社
会
参
加
推
進
を
目
指
す
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
。
主
に
要
支
援
認
定
者
へ
の
介
護
予

防
支
援
が
自
立
を
め
ざ
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
、
ま
た
地
域
課
題
を
協
議
し
政
策
形
成

に
つ
な
げ
る
た
め
の
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事

業
で
す
。
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

　

太
宰
府
市
の
水

道
事
業
、
下
水
道

事
業
の
経
過
に
つ
い
て
伺

う
。

①
市
民
の
方
と
話
す
中
で
、

太
宰
府
市
の
水
道
代
は
高
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
過
去

の
水
道
、
下
水
道
料
金
と
現

在
の
違
い
は
あ
る
の
か
？

②
今
後
の
普
及
率
の
状
況
に

も
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
の
水
道
加
入
負
担
金
や
水

道
料
金
の
支
払
い
が
未
納
の

場
合
の
徴
収
方
法
と
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
太
宰
府
市
上

下
水
道
事
業
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
水
道
・

下
水
道
料
金
の
過

去
と
現
在
の
違
い
に
つ
い
て

は
、
昭
和
59
年
か
ら
平
成
22

年
10
月
ま
で
26
年
間
料
金
を

据
え
置
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
水
道
料
金
は
県
内
50
団

体
中
21
位
と
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
使

用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
県
内
44
団
体
中
高
い
方

か
ら
31
番
目
と
大
き
く
順
位

を
改
善
し
て
お
り
ま
す
。

②
料
金
の
未
納
者
に
対
し
、

水
道
に
於
い
て
は
年
3
回
催

告
書
を
送
付
し
、
下
水
道
に

つ
い
て
は
督
促
状
を
毎
月
送

付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
水
道
事
業
の
水
源
開
発

に
よ
り
料
金
を
据
え
置
き
、

引
き
下
げ
た
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問

問

Q

Q

A

A

水
道
・
下
水
道
事
業
の

経
過
と
今
後
は

今
後
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
は

徳と

く

永な

が　

洋よ

う

介す

げ

森も

り

田た　

正ま

さ

つ

ぐ嗣

議
員

議
員

①
現
在
の
自
治
会

活
動
を
主
に
担
っ

て
い
る
年
齢
層
と
そ
の
年
齢

層
の
２
０
６
０
年
ま
で
の
人

口
推
移
は
。

②
自
治
会
を
含
め
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
は
。

③
自
治
会
あ
る
い
は
校
区
自

治
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て

課
題
に
向
き
合
う
現
状
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

 

部
長　

①
平
成
27

年
３
月
時
点
で
総

人
口
７
万
１
５
５
６
人
に
対

し
ま
し
て
、
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
口
が
９
９
２
６
人

で
13
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
６
０
年
ま
で
に

は
、
総
人
口
６
万
５
４
９
７

人
に
対
し
対
象
の
人
口
が

７
２
６
２
人
で
11
・
１
％
に

な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
自
治
基
本
条
例
を
背
景

に
、
小
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
連
携
に
よ
る
校
区
、

行
政
区
の
見
直
し
、
再
編
成

な
ど
の
検
討
や
、
多
様
な
団

体
と
組
織
し
た
校
区
自
治
協

議
会
へ
の
再
編
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
な

ど
、
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
行
政
区
割
り
や
校
区
割
り

の
問
題
、
各
地
域
が
抱
え
る

人
口
の
増
減
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
改
め
て
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
一
歩
進

め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と

の
協
働
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
抱
え
る
課
題
を
掘
り
起

し
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
か
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇水道・下水道の経過
について

◇寒波に対する対策と
課題について

◇超高齢化社会と地域
コミュニティーのあ
り方について

全質問項目

全質問項目

①
施
政
方
針
で
は
、
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
組
織
と
具
体
的
内
容
の
説
明
を
伺
う
。

②
市
役
所
の
職
員
数
は
十
分
足
り
て
い
る
の
で

す
か
。
今
後
の
職
員
採
用
計
画
を
考
え
る
上
で
、

正
規
職
員
と
嘱
託
職
員
の
比
率
と
、
近
隣
都
市

と
比
較
し
た
場
合
の
嘱
託
職
員
の
給
与
差
を
伺

う
。

①
太
宰
府
市
の
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
子
ど
も

の
貧
困
対
策
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

②
子
ど
も
食
堂
を
食
事
の
提
供
の
み
に
と
ど

ま
ら
な
い
居
場
所
、
ま
た
学
習
の
場
と
し
て

と
ら
え
た
時
、
本
当
に
支
援
の
必
要
な
子
ど

も
と
つ
な
ぐ
た
め
に
行
政
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
か
。

③
就
学
援
助
制
度
に
よ
る
援
助
金
支
給
を
進

学
準
備
に
あ
わ
せ
三
月
に
繰
り
上
げ
ら
れ
な

い
か
。

市
長　

①
市
民
の
方
か
ら
施
策
や
組

織
の
あ
り
方
、
窓
口
の
あ
り
方
に
対

す
る
要
望
な
ど
、
市
役
所
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
役
所

は
本
来
市
民
に
と
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る
上

で
身
近
な
存
在
、
何
か
に
つ
け
て
相
談
し
や
す

市
長　

①
子
ど
も
の
貧
困
は
社
会

全
体
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、

実
情
調
査
か
ら
計
画
策
定
へ
と
進
み
た
い
。

妊
娠
期
か
ら
教
育
期
、
就
業
に
至
る
ま
で
総

合
的
に
支
援
で
き
る
拠
点
の
構
築
等
を
、
機

構
改
革
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

②
子
ど
も
食
堂
を
市
が
直
接
運
営
す
る
の
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
親
世
代
、
高
齢
者

世
代
に
も
わ
た
る
問
題
と
考
え
、
行
政
と
し

て
応
援
し
て
い
き
た
い
。

③
就
学
援
助
金
の
振
り
込
み
時
期
に
つ
い
て

は
、
確
認
し
た
上
で
、
繰
り
上
げ
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

Q

Q

A

A

市
役
所
改
革
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
は

子
ど
も
の
貧
困
に
市
は
ど
う
対
処
す
る
の
か

太宰府市民ネット

日本共産党太宰府市議団

徳
と く な が

永　洋
よ う す け

介

神
こ う た け

武 　　綾
あ や

議員

議員

・
市
役
所
改
革
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
防
犯
・
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

・
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て

・
そ
の
他

い 

思
い
や
り
の
あ
る
存
在
で
あ
る
べ
き
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る
施
策
を
検

討
す
る
組
織
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
新

規
採
用
は
、
一
般
事
務
９
名　

土
木
技
師
１

名　

保
育
士
２
名
の
合
計
12
名
と
決
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
3
月
1
日
現
在
、
再
任
用

職
員
を
含
む
正
規
職
員
が
３
６
４
名
、
嘱
託
職

員
が
１
３
１
名
で
す
。
嘱
託
職
員
の
比
率
と
し

て
は
、
全
職
員
の
26
・
５
％
で
す
。
近
隣
都
市

の
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
、
著
し
く
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
適
時
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
事
務
の
嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は
、

事
務
補
助
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
月
額

13
万
４
２
０
０
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

個 人 質 問
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待
機
児
童
の
解

消
に
つ
い
て
、
3

点
伺
う
。

①
施
政
方
針
の
中
で
、
私
立

保
育
園
2
園
の
建
て
か
え
を

行
い
、
定
員
60
名
増
に
す
る

予
定
と
あ
る
が
、
受
け
入
れ

の
時
期
は
。
ま
た
2
園
の
保

育
園
は
ど
こ
か
。

②
現
時
点
で
の
待
機
児
童
数

は
。

③
待
機
児
童
が
減
少
し
な
い

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
ご

じ
ょ
う
保
育
所
の
職
員
不
足

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

新
年
度
か
ら
の
職
員
体
制
は

万
全
か
、
定
員
２
０
０
名
は

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。

市
長　

①
建
て
か

え
を
予
定
し
て
い

る
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
が

運
営
す
る
保
育
所
太
宰
府
園

が
定
員
90
名
か
ら
１
１
０

名
に
、
都
府
楼
保
育
園
が

１
１
０
名
か
ら
１
５
０
名
の

計
60
名
の
定
員
増
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
28
年
度
中
の

完
成
予
定
、
平
成
29
年
4
月

か
ら
の
受
け
入
れ
が
可
能
と

な
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
一
次
審
査
後
の
段
階
で

２
０
６
名
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

③
１
８
３
名
の
入
所
が
内
定

し
て
い
ま
す
が
、
嘱
託
保
育

士
の
雇
用
が
で
き
て
な
い
こ

と
か
ら
、
定
員
ま
で
の
入
所

内
定
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

新
年
度
か
ら
正
職
保
育
士
の

採
用
を
含
め
不
足
す
る
保
育

士
の
確
保
に
努
め
、
定
員
ま

で
の
入
所
と
一
時
保
育
の
開

始
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
方
法
に
よ
り
募
集
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問

問

Q

A

早
急
な
待
機
児
童

解
消
対
策
を

地
域
交
通
の

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

長は

谷せ

川が

わ  

公こ

う

せ

い成

藤ふ

じ

井い　

雅ま

さ

ゆ

き之

議
員

議
員

　

地
域
交
通
の
諸

課
題
に
つ
い
て
、

3
点
伺
う
。

①
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
付
近

に
バ
ス
停
を
整
備
で
き
な
い

か
。
ま
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の

必
要
性
に
つ
い
て
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
近

隣
市
へ
の
相
互
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
、
市
民
の
要
望
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。

③
西
鉄
都
府
楼
前
駅
（
坂
本

側
）
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の

整
備
、
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
会

社
直
通
電
話
の
設
置
に
つ
い

て
。

部
長  

①
現
地
調

査
の
結
果
、
周
辺

の
道
路
状
況
等
の
関
係
上
、

バ
ス
停
の
設
置
は
困
難
で

す
。
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
き

ま
し
て
は
、
通
常
の
タ
ク

シ
ー
利
用
が
可
能
な
状
況
で

あ
り
、
直
ち
に
行
政
主
導
の

デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
す
る

段
階
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

②
福
岡
県
の
呼
び
か
け
で
、

今
年
度
か
ら
筑
紫
地
区
４
市

１
町
の
担
当
課
に
よ
る
情
報

共
有
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

③
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

と
協
議
の
結
果
、
整
備
が
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
タ
ク
シ
ー
会
社
直
通
電

話
に
つ
い
て
は
、
タ
ク
シ
ー

会
社
に
設
置
費
用
等
の
負
担

が
あ
る
た
め
困
難
で
あ
る
と

の
回
答
で
し
た
。

Q

A

◇子育て支援の推進に
ついて

◇生涯健康づくりの推
進について

◇地域交通問題の諸課
題について

◇産業振興について

全質問項目

全質問項目

　

東
日
本
大
震
災

以
降
、
地
元
に
密

着
し
た
詳
細
な
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
市
民
に
防
災
情
報
や
生
活

提
情
報
を
発
信
で
き
る
こ

と
、
観
光
客
に
イ
ベ
ン
ト
・

渋
滞
な
ど
の
情
報
発
信
や
外

国
語
放
送
が
で
き
る
こ
と
、

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
で

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
通

じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が

参
加
で
き
る
こ
と
、
以
上
３

つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
太
宰
府
市
に
導
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
放
送
局

は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
番
組
作
り
を
通
じ
て
、
き

め
細
や
か
な
情
報
発
信
が
で

き
、
豊
か
で
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
聴
取
エ

リ
ア
が
狭
い
こ
と
か
ら
広
告

収
入
を
得
る
こ
と
は
難
し
く

経
営
的
に
は
厳
し
い
と
こ
ろ

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
番

組
作
り
に
お
き
ま
し
て
も
行

政
が
直
接
か
か
わ
る
こ
と
は

困
難
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

民
間
ベ
ー
ス
で
設
立
に
向
け

た
動
き
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問

問

Q

Q

A

A

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
開
設
は
？

「
市
役
所
改
革
元
年
」
と
は

有あ

り

よ

し吉　

重し

げ

ゆ

き幸

小お

畠ば

た 

真ま

ゆ

み

由
美

議
員

議
員

市
役
所
改
革
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
現
在
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

行
政
改
革
推
進
委
員
会
と
新

し
く
設
置
を
提
案
さ
れ
て
い

る
事
務
事
業
外
部
評
価
委
員

会
と
の
違
い
は
。

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
で
職
員
の

意
識
改
革
を
進
め
る
に
は
、

そ
の
前
に
職
場
環
境
の
整
備

を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
で
現
状
を
把
握
し
、

意
識
改
革
に
つ
な
が
る
適
正

な
評
価
制
度
を
構
築
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
は
。

③
福
祉
の
相
談
窓
口
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
と
福
祉
相
談
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
置
き
、
相

談
窓
口
を
整
備
す
る
こ
と
、

福
祉
の
拠
点
整
備
、
丁
寧
な

相
談
体
制
こ
そ
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

部
長  

①
行
政
改

革
推
進
委
員
会

は
、
平
成
23
年
度
ま
で
４
次

に
わ
た
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
行
政
改
革
の
基
本
方

針
を
示
す
行
政
改
革
大
鋼
の

策
定
に
際
し
、
大
鋼
に
定
め

た
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
事
を
主

な
業
務
と
し
て
設
置
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
事
務

事
業
外
部
評
価
委
員
会
は
市

が
実
施
す
る
事
務
業
務
に
つ

き
ま
し
て
、
そ
の
必
要
性
、

効
率
性
及
び
有
効
性
な
ど
の

観
点
か
ら
内
容
に
つ
い
て
審

査
致
し
ま
す
。

②
職
場
環
境
の
整
備
を
目
的

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

の
実
施
に
つ
い
て
で
す
が
、

ま
さ
に
、
そ
の
現
状
と
課
題

を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

③
福
祉
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
な
ど
相
談
窓
口
の
充
実

に
つ
き
ま
し
て
は
、
機
構
改

革
を
進
め
る
中
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◇コミュニティＦＭについて

◇施政方針にある
　「市役所改革元年」
　について

全質問項目

全質問項目
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六
月
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際

大
会
を
皮
切
り
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
国
際
水
泳
ま
で
世

界
的
な
催
し
が
続
き
ま
す
。

国
内
外
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
観
光
政
策
、
観
光
宣
伝
に

つ
い
て
は
、
太
宰
府
に
と
っ

て
重
要
で
す
。
観
光
に
特
化

し
た
部
署
を
設
け
る
、
若
い

専
門
職
員
を
育
て
て
い
く
、

女
性
の
視
点
を
入
れ
る
な

ど
、
職
員
配
置
の
見
直
し
も

含
め
て
、
何
と
し
て
も
人
を

集
め
る
姿
勢
を
打
ち
出
せ
な

い
か
伺
う
。

部
長　

夏
版
、
秋

版
、
通
年
版
の
Ｐ

Ｒ
映
像
を
現
在
作
成
し
て
お

り
、
多
言
語
に
も
対
応
し
ま

す
。
従
前
か
ら
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
も
駆
使
し
て
多
様
な
媒
体

に
よ
る
情
報
発
信
を
す
す
め

ま
す
。
観
光
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
国
際

お
も
て
な
し
都
市
宣
言
を
発

す
る
こ
と
で
、
組
織
作
り
と

同
時
に
地
域
活
性
化
も
図
り

ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
予
算
面

で
も
人
員
面
で
も
不
足
し
て

い
る
と
の
認
識
は
持
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
観
光
担

当
部
長
を
置
き
、
国
際
観
光

専
門
員
も
採
用
し
ま
す
。
中

韓
米
へ
の
発
信
と
と
も
に
、

来
訪
者
視
点
で
の
「
お
も
て

な
し
」整
備
を
は
か
り
ま
す
。

観
光
を
大
き
な
ま
ち
の
柱
と

し
て
立
て
つ
つ
体
制
を
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

問

Q

A

積
極
的
な

観
光
政
策
の
推
進
を

ご
み
減
量
の

今
後
の
具
体
的
な
取
組
は

陶す

山や

ま　

良よ

し

ひ

さ尚

木き

村む

ら　

彰あ

き

人と

議
員

議
員

　

年
間
10
億
円
。

太
宰
府
市
の
ご
み

処
理
に
要
し
た
経
費
で
、
市

民
一
人
当
た
り
で
は
年
間

1
万
4
千
円
の
費
用
を
費
や

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご

み
を
処
理
す
る
た
め
に
10
億

円
も
の
貴
重
な
税
金
を
費
や

し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
太

宰
府
市
の
ご
み
処
理
を
基
本

か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
太
宰
府
市
に

お
け
る
ご
み
処
理
の
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

部
長  

ご
み
処
理

は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
市
町
村
の
責
任

に
お
い
て
適
正
か
つ
安
定
的

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

可
燃
物
ご
み
の
焼
却
処
理
量

に
つ
き
ま
し
て
は
、
減
量
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

か
ら
、
減
少
あ
る
い
は
横
ば

い
の
傾
向
で
推
移
し
て
お
り

ま
す
。
太
宰
府
市
に
お
け
る

ご
み
処
理
の
対
策
と
し
て
、

更
な
る
減
量
を
目
指
し
排
出

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
啓

発
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
の
推
進
に
も
引
き

続
き
取
り
組
み
、
太
宰
府
市

の
地
域
性
に
合
わ
せ
た
循
環

の
仕
組
み
を
市
民
の
皆
様
や

地
域
事
業
者
、
市
民
団
体
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Q

A

◇観光政策について

◇ごみ減量とリサイクル
の推進について

◇パブリックコメントの
充実について

全質問項目

全質問項目

　

団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な

り
高
齢
化
が
一
段
と
進
む

２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
持

続
可
能
性
確
保
の
た
め
に
介

護
保
険
制
度
の
改
正
が
行
わ

れ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
に
つ
い
て
、
進
捗
状

況
と
課
題
を
伺
う
。

部
長　

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
、
高
齢
者
の
方
に
医
療
・

介
護
・
住
ま
い
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
住
み
な
れ
た
地

域
で
一
体
的
に
提
供
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
構
築

の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方

が
み
ず
か
ら
セ
ル
フ
ケ
ア
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

医
療
・
介
護
等
の
公
助
や
共

助
の
体
制
を
整
備
し
、
自
助

や
互
助
の
体
制
強
化
を
含
め

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

正
で
介
護
予
防
給
付
の
中
か

ら
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
と
し
て
介
護
予
防
事

業
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
包
括
支
援
事
業
に
住
宅

問

問

Q

Q

A

A

介
護
保
険
制
度

改
正
後
の
状
況
は

友
好
都
市
と
の

活
発
な
国
際
交
流
を

門か

ど

田た　

直な

お

樹き

宮み

や

は

ら原　

伸し

ん

い

ち一

議
員

議
員

　

友
好
都
市
と
の

国
際
交
流
に
つ
い

て
２
点
伺
う
。

①
太
宰
府
市
と
し
て
新
年
度

の
姉
妹
校
交
流
で
は
ど
の
よ

う
な
交
流
を
考
え
て
い
る
の

か
。

②
昨
年
六
月
の
一
般
質
問

で
、
韓
国
訪
問
時
の
経
費
負

担
に
つ
い
て
、
国
際
交
流
協

会
か
ら
活
動
補
助
金
が
あ

り
、収
入
予
算
が
膨
ら
め
ば
、

支
援
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
今
後

は
会
員
数
を
増
や
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
会
員
募
集
を
行

い
、
実
際
に
会
員
は
増
え
た

の
か
。

部
長　

①
学
校
が

交
流
先
の
学
校
と

直
接
連
絡
調
整
を
行
い
、
学

校
主
体
で
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
太
宰
府
西
小

学
校
が
韓
国
か
ら
の
児
童
の

受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
授
業
体
験
や

茶
道
・
華
道
等
の
日
本
文
化

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
双
方

の
交
流
を
深
め
る
よ
う
な
活

動
も
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
今
年
度
よ
り
過
去
3
年
間

に
会
員
で
あ
っ
た
方
に
対

し
、
年
2
回
手
紙
に
よ
る
継

続
入
会
依
頼
を
行
う
よ
う
に

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
個
人

会
員
が
45
名
増
の
４
５
１

名
、
法
人
会
員
が
5
団
体
増

の
10
団
体
と
な
り
、
会
費
収

入
は
前
年
度
か
ら
約
10
万
円

増
の
55
万
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

現
在
の
収
入
予
算
の
状
況
で

は
、
助
成
金
の
限
度
額
を
増

額
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ

て
な
い
状
況
で
す
。

◇介護保険制度改正後の
状況について

◇国際交流・友好都
市交流の推進につ
いて

全質問項目

全質問項目

医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
、

認
知
症
総
合
支
援
事
業
、
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
、
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
介
護
推
進

事
業
が
加
わ
り
ま
し
て
、
地

域
支
援
事
業
全
体
を
通
じ
ま

し
て
、
高
齢
者
の
方
へ
の
支

援
体
制
や
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
の
構
築
等
を
一
体
化

し
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。



52　平成28年5月１日　　　　　　　　　　　　　　　147号

特
別
委
員
会
中
間
報
告

◇
編
集
後
記
◇

３
月
議
会
を
終
え
て

　

今
年
３
月
11
日
に
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
早
５
年
が
経
過
し
、
友
好

都
市
で
あ
る
宮
城
県
多
賀
城
市
も
復

興
半
ば
、
今
で
も
仮
設
住
宅
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
復

興
が
加
速
す
る
こ
と
を
願
い
、
引
き

続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
三
月

定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
会
派
代

表
質
問
が
全
会
派
７
会
派
、
個
人
質

問
は
10
名
、
合
わ
せ
て
17
名
の
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
質
問
件

数
は
、
他
市
に
比
べ
多
い
ほ
う
で
、

太
宰
府
市
も
課
題
が
山
積
で
す
。
や

は
り
一
番
多
く
の
質
問
は
子
育
て
支

援
問
題
で
し
た
。
各
議
員
か
ら
様
々

な
視
点
で
質
問
が
あ
り
、
太
宰
府
市

と
し
て
も
早
急
の
解
決
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
（
宮
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

森
田　
　

正
嗣

副
委
員
長　
　

木
村　
　

彰
人

委
　

員　
　

陶
山　
　

良
尚

委
　

員　
　

宮
原　
　

伸
一

委
　

員　
　

徳
永　
　

洋
介

委
　

員　
　

笠
利　
　
　

毅

委
　

員　
　

堺　
　
　
　

剛
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　平成 27 年６月定例会の市長の施政方針において、中学校完全給食の実現が掲げられたこと
から、同年６月 24 日に「中学校給食調査研究特別委員会」が設置され、これまで計６回に及
ぶ委員会を開催し、併せて近隣３市の行政視察を行いました。
　まず、近隣市の実態把握のためにアンケートを実施しました。その結果、様々な方式がある
ことがわかり、現地視察を行いました。加えて、本市内の児童、保護者、教師、市民の方への
アンケートも必要との意見が多数出ましたので、教育委員会が実施するアンケートの中に特別
委員会で出された項目も含めていただきました。その結果につきましては、平成 28 年５月ま
でに教育委員会から議会に報告される予定です。平成 28 年度も引き続き、太宰府市にとって
よりよい中学校給食の実現に向けて調査研究を行います。

　平成 27 年 6 月定例会において、「太宰府市地域交通問題特別委員会」が設置されました。太宰
府市域における地域交通についての調査研究と、まちづくりの促進を図ることを目的としていま
す。これまで委員会を５回、協議会を１回開催し調査研究を行ってきました。
　「コミュニティバスまほろば号について」「渋滞対策について」「各地域の交通問題（道路改修や
標識等の見直し）について」の３つを議論の柱とし、これまで、主に「コミュニティバスまほろ
ば号について」協議を重ねてまいりました。
　このたび、「コミュニティバスまほろば号について」一定の協議が終わったため、平成 28 年 3
月定例会において特別委員会の中間報告を行いました。
　なお、次回からは「渋滞対策について」調査研究を行っていく予定です。

中学校給食調査研究特別委員会

太宰府市地域交通問題特別委員会

中間
報告
中間
報告

中間
報告
中間
報告

中間
報告
中間
報告

中間
報告
中間
報告


